
保管用

取 扱 説 明 書
説明書No. S395N

【ロープ式】【ノビロン式】【ブレード式】【ストラップ式】

胴ベルト型墜落制止用器具

　本品を正しく安全にお使いいただくために、ご使用前に作業者と
事業者は本書を必ずお読みください。
 「１．お使いいただく前に」および「2.安全にお使いいただくために」
は事故を未然に防ぐためにとても大切ですので、よくご理解のう
え、ご使用ください。
　ご使用の際は、「7．点検と廃棄の基準」にしたがって、点検を行っ
てください。使用経験の少ない作業者は、定められた責任者と共に
使用前後の点検を行ってください。

「墜落制止用器具の規格」適合品

墜落制止用器具/胴ベルト型

■ 本書を紛失された場合は弊社に請求してください。

■ ご使用の前に取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用
ください。

■ 本書は必要な時に活用できるよう大切に保管してください。

形状は一例を示します。

この取扱説明書は下記の製品用です。
胴ベルト型墜落制止用器具 ／ 胴ベルト型ランヤード
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８．保管・手入れのしかた

（1）次のような場所で保管してください。
　ア） 直射日光に当たらない所。　　　　　
   イ） 風通しがよく、湿気の少ない所。　　
　ウ） 火気・放熱体などが近くにない所。　
   エ） 腐食性物質と同室でない所。
　オ） 塵埃の少ない所。
　カ） ねずみなどの小動物が入らない所。
　キ） その他、機能･強度に悪影響を及ぼさない所｡                

（2）高温（50℃以上）となる場所に長時間保管しないでください。
（3）物品の下積みなどによって傷や変形が起こらないようにしてください。
（4）使用後は次のように手入れを行ってください。また、使用していない期間

が続いても定期的に手入れを行ってください。
ア）フックなどの金具部品が水などに濡れた場合は、よく拭き取ってくだ

さい。付着した泥・砂・埃などは取り除いてください。可動部には
時々注油してください。

イ）ロープなどの合成繊維部品が汚れている場合は、水を含ませた布など
で軽く叩いて汚れを布に移してください。その後、直射日光の当たら
ない風通しのよい所で自然乾燥させてください。

（5）責任者を定めるなどの方法で確実に保管・手入れを行い、その内容を管理
台帳に記録してください。
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9．3　各部の引張強度

試　　験　　項　　目 「墜落制止用器具の規格」値

胴ベルト 15.0kN以上

15.0kN以上

11.5kN以上

ロープ(三つ打ちまたは八つ打ち)

フック

ランヤード

ショックアブソーバ 15.0kN以上

ノビロン伸縮ストラップ

ブレードロープ

織ロープ

9. 2　胴ベルト型組合せ品の耐衝撃性など

試　験　方　法 「墜落制止用器具の規格」 値

ロードセル

ランヤード

胴ベルト

砂のう

第一種
ショックアブソーバ

砂のうをランヤードで
自由落下距離落下させる。

（砂のうの質量については、ランヤードの使用可能質量による）

９．性　　　能

弊社総合試験所において、「墜落制止用器具の規格」に示された方法で試験を
行い、下記の規格値を満たしています。（新品時）
本品は主要部に合成繊維を用いていますので、使用による摩耗・紫外線劣化・
その他の要因によって経年と共に強度が低下します。「7.点検と廃棄の基準」
の項目を参照して、十分に点検を行ってください。

9. 1　ショックアブソーバの耐衝撃性など

試　験　方　法 「墜落制止用器具の規格」 値　

重すいをテストランヤードで
最大自由落下距離1.8m落下させる。

（形状は一例を示します）

（形状は一例を示します）

(ショックアブソーバの衝撃荷重は、測定した試験値が2.2kN以上の値の平均値を算出しています)

(胴ベルト型組合せ品の衝撃荷重は、測定した試験値が2.2kN以上の値の平均値を算出しています)

（重すいの質量については、ショックアブソーバの使用可能質量による）

ロードセル

ショックアブソーバ

テストランヤード

第一種

1.8m

重すい
ショックアブソーバの伸び：

1.2m以下

衝撃荷重：4.0kN以下

衝撃荷重：4.0kN以下

砂のうを保持すること


